
ろ
い
ろ
と
啓
蒙
運
動
が
行
わ
れ
た
。
二
十
三
年
九
月
二
十
九
日
、

信
洋
丸
に
乗
船
し
た
と
き
に
は
、
も
う
初
雪
が
ち
ら
ち
ら
と
舞
っ

て
い
た
。
日
本
海
の
荒
波
に
酔
い
な
が
ら
舞
鶴
へ
向
か
う
、
日
本

の
島
々
が
見
え
た
と
き
は
み
ん
な
甲
板
に
上
が
り
、
や
っ
と
帰
れ

た
感
激
に
涙
を
流
し
う
れ
し
さ
に
ひ
た
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
で
の
大
隊
本
部
要
員
は
、
大
隊
長
松
本
鉄
之
助
少

佐
、
兵
庫
県
出
身
（
当
時
五
十
二
歳
く
ら
い
）

、
副
官
杉
野
雄
二
中

尉
、
長
野
県
出
身
、
通
訳
渡
辺
伍
長
、
茨
城
県
出
身
、
伝
令
・
当

番
宇
藤
本
三
一
等
兵
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
色
見
村
出
身
。

私
の
記
憶
し
て
い
る
ソ
連
よ
り
支
給
さ
れ
た
糧
秣
の
一
人
当
た

り
の
定
量
は
一
日
パ
ン
三
百
五
十
グ
ラ
ム
、
穀
物
類
四
百
五
十
グ

ラ
ム
、
魚
肉
類
二
十
五
グ
ラ
ム
、
油
十
グ
ラ
ム
、
砂
糖
十
八
グ
ラ

ム
、
タ
バ
コ
五
グ
ラ
ム
、
と
は
な
っ
て
い
て
も
受
領
は
不
正
確
で

あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
憶
を
追
っ
て　 

福
井
県
　
尾
上
敏
雄
　 

私
は
昭
和
二
十
年
二
月
、
中
部
第
三
十
六
部
隊
よ
り
新
設
部
隊

要
員
と
し
て
、
満
州
国
黒
河
省
孫
呉
に
到
着
、
部
隊
編
成
の
諸
準

備
に
従
事
、
同
四
月
五
日
新
設
の
第
一
〇
七
師
団
第
二
七
〇
連
隊

を
編
成
、
同
日
軍
旗
拝
受
、
同
連
隊
の
通
信
中
隊
内
務
係
と
し
て

服
務
、
同
年
八
月
一
日
■
陽
教
育
隊
に
学
生
と
し
て
入
隊
、
同
八

月
八
日
、
日
ソ
開
戦
の
た
め
同
月
十
三
日
学
校
解
散
、
原
隊
復
帰

の
た
め
ハ
リ
ビ
ン
市
ま
で
到
着
し
ま
し
た
が
、
原
隊
と
連
絡
が
取

れ
な
い
の
で
、
同
僚
と
と
も
に
新
編
の
混
成
第
一
三
一
旅
団
司
令

部
に
仮
配
属
、
ハ
ル
ビ
ン
市
内
の
防
衛
に
従
事
、
当
時
ハ
ル
ビ
ン

日
満
会
館
に
旅
団
司
令
部
が
あ
り
（
旅
団
長
井
部
信
時
少
将
）
司

令
部
の
通
信
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
必
勝
を
期
し
た

日
中
戦
争
も
八
月
十
五
日
正
午
を
も
っ
て
敗
戦
と
な
っ
た
。
思
え

ば
二
十
年
二
月
渡
満
し
て
六
か
月
有
余
で
悲
し
い
敗
戦
と
な
っ

た
。



日
本
へ
帰
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
一
週
間
、
日
満
会
館
で
過
ご
し

た
。
終
戦
二
日
間
に
同
僚
の
一
人
が
敗
戦
を
悲
し
ん
で
自
殺
し

た
。
多
分
八
月
二
十
三
日
こ
ろ
か
と
思
う
が
。
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
セ

イ
コ
ウ
シ
の
日
本
軍
隊
の
兵
舎
に
移
動
、
こ
の
地
で
武
装
解
除
さ

れ
約
一
か
月
を
過
ご
す
。
こ
の
間
に
ソ
連
軍
の
指
導
に
よ
り
一
個

大
隊
千
人
単
位
に
編
成
さ
れ
た
。
私
は
第
四
軍
の
所
属
で
准
士

官
、
下
士
官
ば
か
り
で
編
成
さ
れ
た
第
三
〇
大
隊
で
、
当
時
の
大

隊
長
は
椎
名
大
尉
で
し
た
。

当
地
か
ら
毎
日
一
個
大
隊
ず
つ
出
発
し
た
。
日
時
は
記
憶
が

は
っ
き
り
し
な
い
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
出
発
の
日
が
来
た
。
毎
日

鉄
道
沿
線
を
行
軍
ば
か
り
、
夜
は
野
宿
で
昼
は
行
軍
ば
か
り
、
約

二
週
間
ば
か
り
歩
い
た
と
思
う
。
持
っ
て
い
た
少
々
の
乾
め
ん
パ

ン
で
空
腹
を
し
の
ぐ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
途
中
で
山
に
警
備
駐
屯

し
て
い
た
日
本
軍
隊
で
終
戦
を
知
ら
な
い
兵
隊
が
多
く
い
た
こ
と

を
思
う
。
日
本
の
一
般
在
留
法
人
も
と
も
に
歩
い
た
。
中
に
は
小

さ
い
子
供
の
手
を
引
き
、
背
中
に
は
乳
飲
み
子
を
お
ん
ぶ
し
て
、

食
べ
る
も
の
も
な
く
、
歩
く
親
子
を
見
る
の
も
か
わ
い
そ
う
で

あ
っ
た
。
雨
の
日
も
風
の
日
も
行
軍
ば
か
り
で
、
着
い
た
と
こ
ろ

が
多
分
牡
丹
江
郊
外
の
日
本
軍
の
火
薬
庫
か
と
思
っ
た
。
こ
こ
で

持
ち
物
は
す
べ
て
ソ
連
軍
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は

妻
子
の
写
真
ま
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
食
い
物

も
な
く
空
腹
ば
か
り
で
毎
日
食
物
集
め
に
終
始
し
た
。
当
地
に
一

か
月
有
余
駐
屯
し
て
い
た
か
と
思
う
。

同
年
十
月
二
十
九
日
牡
丹
江
よ
り
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
汽
車

は
東
進
し
、
十
一
月
三
十
日
ソ
連
領
に
入
る
。
ソ
連
領
に
入
っ
て

し
ば
ら
く
し
て
、
汽
車
は
北
に
向
か
っ
て
走
る
。
十
二
月
一
日
コ

ム
ソ
モ
リ
ス
ク
か
ら
北
方
森
林
鉄
道
に
入
る
。
汽
車
は
し
ば
ら
く

北
東
に
走
る
。
汽
車
は
と
ま
る
。
鉄
道
は
行
き
ど
ま
り
。
見
れ
ば
、

一
面
森
林
と
真
っ
白
の
雪
一
面
、
こ
こ
で
下
車
命
令
が
く
だ
る
。

鉄
道
沿
線
で
防
寒
服
、
防
寒
帽
、
防
寒
靴
等
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ

で
日
本
に
帰
る
こ
と
は
不
可
能
な
る
こ
と
を
思
う
。

雪
の
中
一
列
で
歩
く
。
夜
中
ま
で
歩
い
て
着
い
た
と
こ
ろ
が
大

き
な
倉
庫
の
よ
う
な
建
物
で
、
食
事
も
与
え
ら
れ
ず
一
夜
を
過
ご

す
。
翌
朝
に
な
っ
て
一
面
雪
の
広
場
に
幌
を
掛
け
た
ト
ラ
ッ
ク
が

何
十
台
と
な
く
あ
っ
た
。
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
三
十
人
ず
つ
乗
せ
ら

れ
、
ソ
連
兵
二
人
同
乗
監
視
の
も
と
に
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
雪
の

道
を
走
り
続
け
る
。
ト
ラ
ッ
ク
に
は
幌
が
掛
け
て
あ
る
た
め
、
山

か
野
原
か
森
林
か
、
東
西
南
北
何
も
わ
か
ら
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
は
一



日
中
走
り
続
け
る
。
車
の
上
で
は
皆
無
言
の
ま
ま
だ
っ
た
。
夕
方

に
な
っ
て
や
っ
と
車
が
と
ま
っ
た
。
約
一
昼
夜
食
事
も
与
え
ら
れ

ず
、
空
腹
は
増
す
ば
か
り
。
暗
く
な
っ
て
下
車
、
付
近
は
一
面
森

林
と
雪
ば
か
り
。
林
の
中
に
点
々
と
幕
舎
が
建
っ
て
い
た
。
人
が

住
ん
で
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
ド

イ
ツ
の
捕
虜
で
あ
っ
た
。
一
夜
は
幕
舎
の
中
で
折
り
重
な
っ
て
寝

た
。
一
夜
明
け
て
舎
外
に
出
た
と
き
は
一
面
雪
と
森
林
ば
か
り

だ
っ
た
。
雪
は
五
十
セ
ン
チ
く
ら
い
あ
っ
た
。
昨
夜
い
た
ド
イ
ツ

人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
朝
食
に
ソ
連
の
黒
パ
ン
と
ス
ー
プ

少
々
が
与
え
ら
れ
た
。
朝
食
後
、
早
速
仕
事
で
あ
っ
た
。
木
材
の

伐
採
作
業
に
出
る
者
、
道
路
工
事
に
出
る
者
、
い
よ
い
よ
捕
虜
の

生
活
が
始
ま
っ
た
。

今
日
は
木
材
の
伐
採
か
と
思
う
と
、
切
っ
た
木
材
の
運
搬
、
翌

日
は
ま
た
道
路
工
事
と
仕
事
は
毎
日
一
定
で
は
な
い
。
か
な
り
寒

く
防
寒
服
を
つ
け
て
の
作
業
は
な
か
な
か
苦
痛
で
あ
っ
た
。
食
事

は
朝
は
黒
パ
ン
一
片
百
五
十
グ
ラ
ム
、
ス
ー
プ
半
ポ
ン
ド
の
ミ
ル

ク
缶
に
八
分
目
、
昼
と
夜
は
雑
穀
の
お
じ
や
で
空
腹
を
し
の
ぐ
程

度
の
食
事
で
、
寒
さ
と
空
腹
の
毎
日
だ
っ
た
。
道
路
工
事
を
し
て

も
、
防
寒
服
を
着
て
防
寒
手
袋
で
は
ツ
ル
ハ
シ
が
三
回
と
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。
寒
さ
は
十
二
月
と
い
う
の
に
零
下
三
十
五
度
、
毎

日
の
よ
う
に
雪
は
チ
ラ
チ
ラ
降
り
続
く
、
で
も
あ
ま
り
積
ら
な

か
っ
た
。
当
地
に
来
て
か
ら
十
数
日
が
過
ぎ
た
あ
る
朝
、
点
呼
に

数
人
の
人
が
不
在
の
た
め
、
各
幕
舎
を
見
て
回
っ
た
ら
皆
死
ん
で

い
た
。
寒
さ
と
空
腹
の
た
め
だ
っ
た
と
思
う
。
現
在
地
が
ど
こ
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
の
北
の
方
に
い
る
こ
と
は
わ
か
っ

た
。
日
が
過
ぐ
る
に
従
っ
て
幕
舎
は
次
々
に
建
設
さ
れ
て
、
板
の

間
に
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に

八
人
寝
か
さ
れ
た
。
幕
舎
は
一
個
当
た
り
三
十
人
ず
つ
で
あ
っ

た
。
一
か
月
も
過
ぎ
た
こ
ろ
、
百
人
ば
か
り
死
ん
で
い
っ
た
。
仕

事
は
毎
日
々
々
で
、
一
週
間
に
一
日
も
、
一
時
間
も
休
み
は
な

か
っ
た
。
一
月
の
終
わ
り
こ
ろ
に
は
雪
は
毎
日
降
り
続
き
、
食
糧

も
思
う
よ
う
に
与
え
ら
れ
ず
、
労
働
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、

望
郷
の
念
は
日
に
増
し
て
強
く
な
っ
て
き
た
。
零
下
三
十
余
度
の

寒
さ
の
中
で
一
番
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
、
凍
り
つ
い
た
便
所
の
掃

除
だ
っ
た
。

二
月
中
旬
こ
ろ
よ
り
丸
太
を
積
み
上
げ
た
宿
舎
の
建
設
が
始

ま
っ
た
。
毎
日
木
材
の
伐
採
ば
か
り
、
原
木
伐
採
は
一
番
重
労
働

で
あ
っ
た
。
食
事
は
少
な
く
毎
日
腹
一
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
、
家



へ
帰
り
た
い
が
心
の
日
課
だ
っ
た
。
二
十
一
年
四
月
こ
ろ
に
は
丸

太
建
築
が
出
来
上
が
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
ソ
連
の
宿
舎
だ
っ

た
。
道
路
工
事
、
木
材
の
伐
採
搬
出
が
毎
日
の
仕
事
だ
っ
た
。
疲

労
と
空
腹
と
栄
養
失
調
で
毎
日
死
ん
で
い
く
者
が
増
し
、
四
月
の

終
わ
り
こ
ろ
に
は
千
人
の
大
隊
も
七
百
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

五
月
初
め
、
私
は
不
幸
に
し
て
木
材
搬
出
中
怪
我
を
し
て
入
院

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
足
の
骨
折
で
あ
っ
た
。
同
僚
と
別
れ

病
院
へ
行
っ
た
。
病
院
と
い
っ
て
も
丸
太
を
積
み
上
げ
た
お
粗
末

な
建
物
で
あ
っ
た
。
医
者
は
、
病
院
に
一
人
男
の
医
者
が
お
り
、

他
は
す
べ
て
女
医
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
私
は
幸
い
入
院
患
者
の
中

に
外
科
医
（
日
本
の
医
者
）
が
い
て
診
察
し
て
い
た
だい
た
の
で
、

約
三
か
月
で
退
院
、
ま
た
別
の
収
容
所
に
は
い
り
、
翌
日
か
ら
ま

た
道
路
工
事
、
木
材
の
搬
出
と
毎
日
激
し
い
仕
事
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
昨
年
（
二
十
年
八
月
）
初
め
に
入
浴
し
て
以
来
、
ま
だ
入
浴

し
た
こ
と
が
な
い
。
抑
留
生
活
で
は
風
呂
は
な
く
一
週
間
に
一
回

少
々
の
お
湯
で
顔
を
洗
い
、
そ
の
後
で
体
を
ふ
く
程
度
で
あ
っ

た
。
八
月
の
終
わ
り
こ
ろ
よ
り
鉄
道
工
事
に
約
三
か
月
従
事
す

る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
日
常
の
会
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

昭
和
二
十
一
年
の
中
ご
ろ
よ
り
お
の
お
の
自
分
の
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
仕
事
も
ノ
ル
マ
式
に
な
り
、
な
お
、
体
に
も
等
級

が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
級
か
ら
四
級
ま
で
あ
っ
て
、
一
、
二

級
は
重
労
働
、
三
級
は
軽
労
働
、
四
級
は
休
養
で
、
食
事
も
一
、

二
級
は
四
百
五
十
グ
ラ
ム
、
三
級
は
二
百
五
十
グ
ラ
ム
、
四
級
は

百
五
十
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
私
は
木
材
伐
採
が
得
手
で
、
十
一
月

ご
ろ
か
ら
原
木
の
伐
採
及
び
製
材
所
の
仕
事
に
従
事
し
た
。
作
業

に
は
監
督
が
い
て
、
我
々
の
仕
事
の
監
督
は
ソ
連
の
囚
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
ソ
連
の
軍
法
会
議
に
か
か
っ
た
ソ
連
の
軍
人
、
そ
の

上
に
ソ
連
の
正
規
軍
人
が
い
た
。
日
本
の
捕
虜
は
す
べ
て
ソ
連
の

内
務
省
管
轄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
仕
事
は
ノ
ル
マ
式
で
一
日

の
労
働
時
間
は
八
時
間
で
あ
っ
た
が
、
収
容
所
長
の
権
限
で
二
時

間
の
業
間
作
業
が
毎
日
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
休
日
は
週
半
日
で

あ
っ
た
。
結
局
一
か
月
二
日
の
休
み
で
あ
っ
た
。
二
十
一
年
の
十

一
月
こ
ろ
よ
り
二
十
二
年
の
六
月
こ
ろ
ま
で
原
木
伐
採
、
製
材
製

品
の
整
理
等
の
作
業
で
あ
っ
た
。
製
品
は
主
に
鉄
道
の
枕
木
で

あ
っ
た
。
私
の
体
は
割
合
丈
夫
で
、
二
年
間
で
体
が
三
級
に
な
っ

た
の
は
二
か
月
の
み
で
あ
っ
た
。

仕
事
の
中
で
一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
、
製
材
の
製
品
中
枕
木



の
積
み
上
げ
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
一
人
一
日
百
五
十
本
で
あ
っ

た
。
ノ
ル
マ
完
了
で
き
な
い
と
き
は
減
食
で
あ
っ
た
。

二
十
二
年
六
月
こ
ろ
収
容
所
が
変
わ
り
、
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
郊
外

の
収
容
所
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
は
農
業
と
大
工
仕
事
の
手
伝
い
で

あ
っ
た
。
農
業
と
い
っ
て
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
の
除
草
が
主
で
あ
っ

た
。
食
事
が
与
え
ら
れ
ず
、
一
日
中
夜
ま
で
畑
の
除
草
を
し
て
、

空
腹
で
生
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
た
。
七
月
こ
ろ
か
ら
は
毎
晩
二

時
間
マ
ル
ク
ス
主
義
の
講
義
を
強
制
的
に
聴
講
さ
せ
ら
れ
た
。
指

導
者
は
す
べ
て
朝
鮮
人
だ
っ
た
。
思
え
ば
昭
和
二
十
年
六
月
在
満

の
朝
鮮
人
が
日
本
軍
隊
に
召
集
さ
れ
た
が
、
終
戦
と
同
時
に
我
々

と
と
も
に
捕
虜
に
な
っ
た
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
大
工
仕
事
は
日

本
人
捕
虜
の
本
職
の
大
工
さ
ん
の
手
も
と
で
あ
っ
た
。
八
月
こ
ろ

か
ら
時
々
ソ
連
の
政
治
部
員
と
の
懇
談
会
が
あ
っ
て
、
我
々
は
た

だ
日
本
に
帰
れ
る
こ
と
ば
か
り
主
張
し
た
。
昼
は
仕
事
、
夜
は
共

産
党
の
講
義
と
、
た
だ
帰
り
た
い
の
み
毎
晩
講
義
に
出
た
。

二
十
二
年
十
一
月
下
旬
突
然
移
動
の
命
令
が
出
て
、
汽
車
に
乗

せ
ら
れ
着
い
た
と
こ
ろ
が
ナ
ホ
ト
カ
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
日
本

へ
帰
れ
る
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で

共
産
党
の
講
義
ば
か
り
、
大
き
な
講
堂
の
正
面
に
は
、
日
本
の
野

坂
参
三
、
徳
田
球
一
両
氏
の
写
真
が
あ
り
、
礼
拝
さ
せ
ら
れ
た
。

私
は
ナ
ホ
ト
カ
の
三
日
目
に
病
院
の
当
番
に
な
っ
た
。
病
院
で
勤

務
中
、
ソ
連
兵
の
時
計
が
な
く
な
っ
て
私
に
疑
い
が
か
け
ら
れ
、

盗
人
と
し
て
取
り
調
べ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
は
こ
れ
で
一
生
日
本

へ
は
帰
れ
な
い
と
思
い
、
何
と
も
言
い
尽
く
せ
ぬ
苦
し
い
思
い
を

し
た
。
こ
の
と
き
幸
い
に
軍
医
で
日
本
語
の
上
手
な
人
が
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
た
結
果
、
疑
い
が
晴
れ
て
帰
し
て
も
ら
っ
た
。

宿
舎
に
帰
っ
た
と
き
は
皆
乗
船
の
た
め
整
理
し
て
い
た
。

二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
朝
ナ
ホ
ト
カ
出
発
、
夕
方
雪
の
降

る
な
か
乗
船
、
ず
ぶ
ぬ
れ
の
ま
ま
貨
物
船
に
乗
っ
た
。

こ
れ
で
い
よ
い
よ
日
本
に
帰
れ
る
と
思
っ
た
ら
皆
が
た
だ
泣
く

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
二
年
間
食
べ
た
い
の
と
帰
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
現
実
に
な
っ
た
こ
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
か
え
が
た
く
、

た
だ
た
だ
出
る
も
の
は
涙
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
丸
二
年
間
食
事
が

十
分
に
与
え
ら
れ
な
い
の
で
、
夏
は
草
木
の
芽
、
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
、

サ
ワ
ガ
ニ
等
を
食
べ
空
腹
を
満
た
し
た
が
、
冬
が
一
番
困
っ
た
。

思
え
ば
二
年
間
、
命
が
あ
っ
た
ら
い
つ
の
日
か
家
に
帰
れ
る
こ

と
を
信
じ
て
、
体
の
み
大
切
に
と
思
っ
て
過
ご
し
て
き
た
が
、
現

実
に
な
っ
て
み
る
と
た
だ
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。



二
十
年
八
月
以
来
初
め
て
白
米
の
飯
が
与
え
ら
れ
た
う
れ
し

さ
、
経
験
し
た
者
の
み
味
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
五
日
解
放
さ
れ
、
同
月
七
日
、
五
年
ぶ

り
我
が
家
に
着
く
。

あ
あ
敦
化
ま
で
二
百
九
十
里　 
兵
庫
県
　
浅
田
謙
治
　 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
の
早
朝
、
わ
が
斐
徳
第
九
遊
撃
隊
（
東

安
の
次
の
駅
）
に
非
常
呼
集
の
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
響
い
た
。
飛
び
起

き
て
一
瞬
演
習
か
な
と
思
っ
た
く
ら
い
当
時
日
ソ
間
に
緊
迫
感
な

ど
な
か
っ
た
と
思
う
。
週
番
士
官
が
バ
タ
バ
タ
と
出
か
け
た
の

で
、
こ
れ
は
本
物
だ
と
思
っ
た
。

急
い
で
身
仕
度
、
靴
下
、
軍
靴
、
巻
脚
絆
ま
ず
足
元
か
ら
装
束

す
る
。
い
つ
敵
が
ち
ん
入
し
て
き
て
も
足
元
さ
え
身
仕
度
し
て
お

け
ば
、
す
ぐ
戦
え
る
せ
い
で
あ
る
、
は
だ
し
で
は
戦
え
な
い
。
し

か
し
そ
の
と
き
履
い
た
軍
靴
を
ま
さ
か
三
か
月
後
の
十
一
月
十
六

日
、
入
ソ
途
中
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
シ
ャ
ワ
ー
浴
場
で
脱
ぐ
運
命

だ
っ
た
な
ど
と
は
神
な
ら
ぬ
身
の
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

ほ
ど
な
く
週
番
士
官
が
飛
ん
で
帰
っ
て
来
た
。
ソ
連
国
境
よ
り

ソ
連
軍
が
国
境
突
破
侵
入
中
で
あ
る
。
我
が
第
九
遊
撃
退
は
直
ち

に
国
境
方
面
に
出
勤
す
る
。
速
や
か
に
準
備
し
て
待
期
、
た
だ
し

第
四
小
隊
は
鉄
橋
守
備
の
た
め
、
軽
軍
装
に
て
直
ち
に
出
勤
せ
よ

で
あ
る
。
朝
食
も
食
わ
ず
早
朝
か
ら
振
り
回
さ
れ
ど
お
し
、
兵
た

ち
が
気
の
毒
で
あ
る
。
帰
投
後
朝
食
、
こ
の
朝
食
が
軍
隊
生
活
最

後
の
整
然
と
し
た
朝
食
に
な
ろ
う
と
は
。
朝
食
後
身
辺
整
理
、
手

箱
の
中
に
私
の
愛
聴
し
た
レ
コ
ー
ド
十
枚
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
楽
団
の
演
奏
し
た
日
本
の
曲
、
古
賀
政
男
作
曲
の

「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」「
ほ
ん
と
に
そ
う
な
ら
」
等
の
名
曲
ば
か
り
、

私
の
分
身
の
一
部
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
で
ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
に
攻
め
込
ん
だ
際
あ
の

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ダ
ン
ス
管
弦
楽
団
員
を
保
護
せ

よ
と
全
軍
に
命
じ
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
戦
争
に
行
く
の

に
レ
コ
ー
ド
を
携
帯
し
て
ゆ
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
全
く
残
念
至

極
で
あ
っ
た
が
手
箱
に
納
め
て
、
ど
う
か
心
あ
る
満
人
に
拾
わ
れ

て
く
れ
と
祈
る
思
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
と
の
別
れ
が
の

ち
の
ち
入
ソ
後
私
の
人
生
に
、
音
楽
と
の
関
係
が
生
ま
れ
た
第
一




